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 要 旨   

 

目的：原発性肝がん (PLC) は、2040 年に米国におけるがんによる死亡原因の第 3 位になると予

測されている。本研究では、米国における PLC の負担を、性別、州、病因リスク要因ごとに分類

し検討した。 

 

方法：PLCの有病率、発生率、死亡率、障害調整生存年数（DALY）に関するデータは、2021年

の世界疾病負担研究から抽出した。これらのパラメータの変化は、Joinpoint回帰モデルを使用し

て計算した。 

 

結果：米国における PLC の症例数は 47,970 件、発生件数は 31,450 件、死亡者数は 24,770 件、

PLC による DALYs は 576,920 件であった。慢性 C 型肝炎ウイルス感染によるものが最も多く、

有病率が 16,980、発生率が 12,040、死亡者数が 9,840人、DALY213,410であった。2000年から

2021年にかけて、PLCの発生率は 141%増加し、PLC による死亡者数は 136%増加した。PLCの

人口 10万人あたりの年齢標準化罹患率（ASIR）および死亡率（ASDR）は、主にアルコール関連

肝疾患（ALD）（ASIR：年間変化率[APC]：+2.40％、ASDR：APC：+2.22％）および代謝機能障

害関連脂肪肝疾患（MASLD）（ASIR：APC：+2.32％、ASDR：APC：+2.04％）により増加した。 

 

結論：米国におけるPLC負荷は過去20年間で増加しており、その主な要因はALD、次いでMASLD

であった。これらの調査結果は、政策立案者に PLC 負荷の正確な評価を提供するとともに、特に

アルコール関連政策において、対象を絞ったリスク要因の軽減の必要性を強調するものである。 

 

 


